
　塗膜の耐久性 塩水噴霧試験と複合サイクル試験結果

　塩水噴霧試験と複合サイクル試験を同一の材料（鋼板：SPHC）、塗装（ポリエステル粉体塗装）条件で実施した際の試験結果を下記に示します。

・試験方法　

　以下の3つの試験方法で試験を実施。

※①、②の試験は『キャビネット工業会規格金属製汎用キャビネット：CA100　塗膜の耐久性』の評価試験項目としています。

・試験品　

・試験結果

120h 240h 500h 1000h

120h（5サイクル） 240h（10サイクル） 480h（20サイクル） 960h（40サイクル）

120h（15サイクル） 240h（30サイクル） 480h（60サイクル） 960h（120サイクル）
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①塩水噴霧試験（連続）

②塩水噴霧試験　（サイクル：16h噴霧、8h休止）

➂複合サイクル試験　（サイクル：2h噴霧、4h乾燥、2h湿潤）

（注）本試験結果は参考データであり、各試験の相関性を示すものではありません。


